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１ 請願の審査 

 

(1) 請願第１０号 主要地方道子母口宿河原線の神木本町３丁目、４丁目間の 

歩行者安全対策に関する請願 

 

 

資料１  請願箇所周辺地図 

 

資料２  道路状況及び宮前警察署の見解について 

 

資料３  道路管理者の安全対策について 
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【請願第１０号 主要地方道子母口宿河原線の神木本町３丁目、４丁目間の歩行者安全対策に関する請願】  

 

平小学校 

自治会館 

神木天満宮 

交差点 

至：五所塚 

上作延南原交差点 

至 梶ケ谷 
現地の状況 ・東側約 260ｍ、西側約 260ｍの地点に既設信号機及び横断歩道あり 

・現況交通量の状況（令和５年 10 月 12 日調査実施 午前 7 時～午後７時） 

市道子母口宿河原線の直進車両交通量：総台数 10,986 台（12H）、ピーク時午前８時台 車両 1,134 台（参考：横断歩行者５人） 

当該交差点付近横断歩行者：総人数 78 人（12h）、ピーク時午後５時台 横断歩行者 15 人（参考：車両 1,033 台） 

・交差点付近の道路上に「減速ドット」設置済み（令和２年１０月） 

・歩道上に「横断者注意」の看板設置済み（令和５年８月） 

神木本町３丁目 

神木本町４丁目 

至 宮崎 

至：長尾 

（川崎市都市計画基本図 1/2500） 

①１９５m 

勾配：７％ 

②７０m 

勾配：１％ 

③１０５m 

勾配：７％ 

④１８４m 

勾配：１％ 

② 

④ 

③ 

① 

資料１ 

防犯灯 

至 宮崎 

至 長尾 
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道路状況   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

宮前警察署の見解について 

１ 横断歩道及び信号機設置の適否 
  当該交差点への信号機及び横断歩道設置の必要性は低く適さないと考えられる。 
２ その理由 
（１）交通需要について 
 ア 主道路の車両交通量は一定量が認められるものの周辺に病院や学校その他主要施設

がなく、同交差点を横断する需要が認められないこと。 
 イ 同交差点から神木本町交差点方向に１７０メートル地点には、平小学校の通学路と

して使用されている天満跨道橋が設置されており、迂回措置が可能であること。 
（２）人身交通事故の発生状況 
   過去５年間、当該交差点において横断歩行者が関係する人身交通事故の発生はなく、

直ちに横断歩行者の安全を確保しなければならない緊急性は低いこと。 

撮影方向 

防犯灯  

至 長尾 

至 宮崎 

資料２ 
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道 路 管 理 者 の 安 全 対 策 に つ い て 

 

当該交差点を横断する歩行者の安全性向上に向けて、地域住民や交通管理

者との協議・調整を踏まえたうえで、自 動 車 等 の運 転 者 に対 する安 全 対 策につ

いて検討する。 

具体的な整備については、横断者に関する注意喚起として、既存の注 意 喚

起 看 板 の増 設や、「速度落とせ」「横断者あり」「交差点注意」などの路 面 標 示

の設置について検討する。 
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整備イメージ１ 

路面標示 

配置案 至 五所塚 

整備イメージ２ 

至 五所塚 

至 梶ケ谷 

至 梶ケ谷 

当該交差点 
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資料３


